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１ 取組経緯

2020年度 ・京都府から中川住研に相談「コロナを契機にローカル古民家を地域
活性化につなげられないか」

・JR西日本から京都府に相談「コロナでピンチのローカル路線の利用
者を挽回するため、ローカルでの『おためし暮らし』を推進したい」

⇒京都府・中川住研・JR西日本で勉強会（写真①）

2021年度 ・古民家短期貸借「おためし暮らしプロジェクト」トライアル実施
＜主催：JR西日本、協力：中川住研ら＞

⇒現在、JR西日本単独プロジェクトとして拡大中（写真②）

2022年度 ・本取組を波及させるため、「京都府北部エリアにおける地域活性化を
見据えた古民家活用促進に関する協定」の「第1号案件※1」として、
JR西日本、中川住研、京都府(※2)、 京都銀行、京都中央信用金庫、
京都信用金庫の６社で協定締結（写真③）
※1：他の不動産企業からも申し出があれば、順次協定締結を検討
※2：政策企画環境部、商工労働観光部

・協定を受け、JR西日本がリーダーとなって、古民家売買「ふるさと
売まれ！買われ！プロジェクト」（JR西日本命名）実施

⇒公的機関の信用力、金融機関のネットワーク力で、年間50件程度の
売却希望が集まる（写真④：相談会の様子）

2023年度 ・JR西日本から「短期貸借『おためし暮らしプロジェクト』に集中したく、
売買事業には関わらない（協定の協力関係は維持）」との申し出あり

⇒「京都古民家バトンタッチ応援事業」として古民家売買活用促進継続
（写真⑤：現在、良質顧客へのバトンタッチが進む）

①

②

③

④

⑤



１ 取組経緯

京都府体制

〇政策企画環境部： 地域振興（移住推進）

〇商工労働観光部ものづくり振興課： 北部産業振興

◎【窓口】商工労働観光部理事・文化学術研究都市推進課： シームレス社会推進

バーチャルモノづくり等を推進
する「北部産業創造センター」

織物・機械金属業の
経営・技術支援を行
う「丹後・知恵のもの
づくりパーク」

食材のシームレス
「MIRYO FOOD 
PROJECT」（もの
づくり振興課主導）

関係人口のシームレス（都
会からローカルへ）「京都古
民家バトンタッチ応援事業」



２ 実績報告

２０２３年４月～２０２４年４月

〇PR：２ヶ月に１度、リビング新聞に相談会開催の記事広告を掲載

広告例：



２ 実績報告

２０２３年４月～２０２４年４月

〇売却相談・依頼：３２件 (※売まれ！買われ！からの引継ぎ２件を含む)

★売却決定

・販売中：２件
・販売準備中：１件

★対応中

・相談対応中：１８件
★成約

・賃貸活用決定：１件
・弊社買取決定：１件
・契約待ち：１件
・成約済み：６件

★その他

・中止：２件

〇古民家再生：２件 (※準備中を含む)

〇相談経路

・リビング新聞広告：１１件
・京都銀行 ：５件
・弊社ホームページ：２件
・京都新聞 ：２件
・知り合いの紹介 ：２件

・京都府ホームページ：１件
・積水ハウス ：１件
・ふるさと売まれ！買われ！プロジェクト継続：２件
・その他 ：６件



２ 成約例

南丹市日吉町の古民家

【所有者】
滋賀県草津市の方

【相談経路】
京都銀行常務(八木支店経由)

【売却理由】
お父様の所有物件。
ご本人のご病気の状況を鑑み弊社が買取り。

【購入者及び活用用途】
・ヨーロッパ最大手の投資顧問会社の
元CEOが購入

・別荘として購入し、利用しない間を
ゲストハウスとして活用する
「バケーションレンタル」の手法にて
活用予定

・２０２４年、弊社にて古民家再生準備中


